
４．ソーシャルサポートネットワークから
被災者主体の復興へ



地域支え合いセンターの支援方策の変化と発展（2年目）

２．本人と本人を取り巻く環境への働きかけ（ソーシャルサポートネットワーク）

• 時間経過の中で被災者の孤立がさらに深まること

への対応として，特にハイリスク世帯への住民と専

門職の協働によるソーシャルサポートネットワーク

の構築が必要である。

• そのため、相談員による直接支援から，被災者を中

心とした豊かな関係性をつくる「コーディネート型

支援」へと支援の質を転換していく必要がある。
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ソーシャルサポートネットワークが必要な理由

【2年という有期限対策の落とし穴】

 阪神淡路大震災（1995年1月）における孤独死の発生は，

3年目（1997年）に件数のピークを迎え（図3），年次ご

との平均入居世帯数に対する発生率でみると，3年目以降

も増え続けている（図4）。

 時間経過のなかで，再建格差が広がったり，地域住民の

中でも，被災した人，していない人の間での意識の差が

広がる。自力再建が困難な世帯では，時間経過とともに，

さらに孤独感，絶望感が高まることが危惧される。

 A，B判定の世帯では，もともと制度の狭間や，社会的孤

立リスクが高いことから，適切な相談機関につながらな

い，地域の見守りから漏れている可能性がある。
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 グラフ引用：「応急仮設住宅における「孤独死」の発生実態とその背景」田中，高橋，
上田 日本建築学会計画系論文集第75巻2010年8月

3年目が件
数のピーク

発生率は上昇



被災者（世帯）を孤立させない
ソーシャルサポートネットワークの構築
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【ポイント】
被災者の孤立防止
問題の早期発見
役割づくり

⚫ 相談員だけの点と点のつながり

では限界がある。地域のつなが

りの中で孤立することなく，安

心して生活するための，多様な

人や組織による，本人を中心と

した個々のネットワークを構築

する。

⚫ バラバラに見守るのではなく，

それぞれの関わりの中で，気に

なる変化を情報共有。なにか

あったら，支え合いセンターに

相談し，医療福祉の専門機関と

連携して，住民と共に支える。

※そのためのコーディネーショ

ンが重要。
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ネットワーク分析マップで支援の偏りを可視化する
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ネットワーク分析マップ（日本社会福祉士会）

ソーシャルサポートの６つの機能

サポート機能 機能の説明

自己評価の
サポート

自分自身を価値ある存在である
ことを確認させてくれるサポー
ト

地位のサポート
社会生活において役割を持ち，
社会から承認されることをサ
ポート

情報のサポート

自分が必要としている情報を提
供してくれるサポート（問題の
本質，関連する社会資源，代替
的行動に関する情報）

道具的サポート
労働力や金銭など実際に必要な
目に見える種類のサポート

社会的コンパニ
オン

買い物や通院などの社会活動の
サポートで，誰かが一緒にいて
くれるという安心感のサポート

モチベーション
のサポート

できたことを認める，努力が報
われるというような再保証して
くれる，希望を見出すサポート

渡部律子「高齢者援助における相談面接の理論と実際第 2 版」



ソーシャルサポートネットワーク分析は万能ではない
その有用性と課題

 SSN分析マップは、広島県内の4割程度の市町支え合いセンターで、ケース管理や

ケース検討で使用された。しかし、被災者の置かれている状況を可視化することの

有用性は認めるが、それを具体的な支援につなげることが困難な市町もあった。

 SSN分析マップの有用性

 問題点の整理、考え方の整理ができる。情報不足や連携不足がわかる。取り組みが具体的

になる。気づきがある。インフォーマル資源・地域資源の活用への着目。社会資源を知る

ことから始める。分析マップの定期更新によるつながりの変化を見る。職員同士，関係機

関間の情報共有ツールになる。

 具体的取組みに至らなかった理由

 地域アセスメントの不足，地域組織基盤の弱さや関係機関との連携不足といった元々の

ネットワークの弱さ，本人がつながりを拒む等があった。



地域支え合いセンターの支援方策の変化と発展（3年目）

３．地域づくりの主体間の相互エンパワメントと相互主体化（地域ケアネットワーク）

• 被災者が自らの被災経験やこれからの暮らしに対する思

いを語ることから，共感や分かち合い，抑圧や逆境から

の解放（解き放ち）が生まれ，被災者が自分の人生を生き

る主役（主体）としての連帯と組織化が促進される。

• そして支援者も同じ時間と空間を共有しながら，被災者

との対話をとおして支援者としてのあり方を省察し，こ

れからの地域社会と暮らしを共に創るパートナーとして

の関係性（相互主体化）が醸成されていく。

• 被災当事者が自らの被災経験を客観的に人前で語るに

は時間を要する。3年という歳月をかけて，被災者が自ら

の苦しみに向き合い，自らの置かれた状況を言葉にでき

るようになった今だからこそのひとつの到達点である。
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被災者との信頼関係づくりから，世帯丸ごと支援/当事者組織化/社会参加支援へ

2020年1月6日朝日新聞



被災者の変化と，その変化を促したもの

【被災者の変化】

 悲しみ・無気力・孤立等から気力の回復→「やってみようかな」

 絶望から「○○したい」へ→「自分のことを話そうと思う」

 承認・役割・情報提供等により自立に向けて→「先が見えてきた」

【変化を促したもの：ソーシャルサポート】

 訪問して話を聞いてくれる人の存在

 仮設住宅等で知り合った仲間のつながり

 多様な資源（人・ボランティア・専門職・行政・企業・制度等）との出会い

 必要な情報提供、相談できる人、新たな役割、話し合う場がある

出典：明石市望海在宅介護支援センター 永坂美晴氏講義資料



３年半の相談員活動からの学びと成長

 その人が何を望んでいるかに着目し，その人に寄り添って，自分自身で立ち直っていくこと，周囲のい

ろんな人から支えられながら生きていると思った。

 孤立・困窮していた人で，ずっと寄り添い続けてきた。今も家の状況はほとんど変わっていない。制度

の情報提供をしたり，支援者との関わりをつくったり，地域の方々とその人の庭の植木の剪定をした

り。今日，その人から連絡があって，社協のフードバンクの利用につながっていて，地域の人からも「あ

の人どうしとるん？」と気にかけてくれている。なかなか進まないがこういった風につながっている

のが嬉しい。

 自分も成長した。聴く姿勢，受け止める姿勢，地域に出向き一緒にする姿勢が人の心を動かす。お互

い支え合いながらいい人生だなと思える社会をつくること。

 医療・福祉・保健の連携が大事だと思えたことが財産となった。保健看護の専門性だけでは狭いと

思った。もっと勉強したいと思った。基本は看護師だが社会福祉士の資格を取りたい。 11



行政は市町地域支え合いセンターの何を評価したのか

「最初は，地域支え合いセンターっていった

い何するところ？と思っていたが，世帯全

体の状況を見て，アプローチして，孤独死し

そうな人を発見してくれた。今は支え合い

センターがあって本当によかったと思って

いる」 （2020年8月25日竹原市行政担当談）

「昔の保健師は地域に出向いて，家族全員の健康を見て，

その家の畑に何が植わっているかまで知っていた。支え

合いの相談員も同じで，これからは，こういう支援を福祉

の専門職はできないといけない」（2020年8月26日 坂町

行政担当談） 12



広島県地域支え合いセンターの提言
恒久的な住まいが決まり，支援機関につないだから「終結」でいいのか？

 再建から取り残される世帯への継続的対応（例：複合多問題を抱えるハイリスク世
帯）

 生活の全体性（制度から漏れる問題）と，人生の継続性（再建を妨げる新たな問題
例：2018豪雨被災→2020コロナ禍）を支え続ける後継機能の整備

 「被災者」という線引きによる期間限定施策を普遍化し，「日常から/誰でも」を見
据えた包括的な支援体制の整備

 地域支え合いセンター機能を広島の恒久財産とする

 生活支援相談員が培ったＣＳＷスキルを，平時の福祉人財（社会資源）として活かす

ひとりひとりの暮らしの再建を支える

次の一手を打つ（先を見通す）
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